
令和８年度　横浜市南図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・工事実施（11～３月予定）

・人が少ない時間帯の館内巡回（通年、１日４回）

・予定がない日の開放（通年）

・検討（通年）

・50冊購入（通年）

・200冊購入（通年）

・80冊購入（通年）

・日本語学習資料25冊、大きな活字の資料90冊購入
（通年）

・読書バリアフリーの展示実施（１回）

・対面朗読の実施（通年）

・桜関連の資料15冊購入、桜に関する展示の実施（２
回）

・エピソードを収集する事業実施（２回）

・写真展実施（２回）、写真収集の呼びかけ（通年）

・パネル展示の実施（５回）

・新規に横浜国立大学と連携した講座実施（1月、1
回）

・見せ方を工夫した展示の実施（２回）

・「図書館たんけん隊」（７月）、「文カク部」（10
月）等、体験型イベントの実施（9回）

・園芸や植物関連の展示の実施（２回）、横浜グリー
ンエクスポに関する資料を20冊購入

・保育所、幼稚園に出向いたおはなし会の実施、図書
館見学の受入、教職員向け貸出の実施、保育士、幼稚
園教諭及び学校司書向けの研修実施（通年）

・おはなし会及び朗読会の実施（23回）

・おはなし会や親子向けのイベント実施時の絵本セッ
トのＰＲ（16回）

・区内の施設で実施される、第１子の０歳児とその保
護者が参加する「赤ちゃん学級」での講話（通年、10
回）

・地域子育て支援拠点で活動する絵本サポーターによ
るおすすめ本展示（４月、１回）

・親子向けおはなし会（12回）

目標

1

どなたでも利用しやすく過ごしやすい環境の整備

・空調の更新工事を行います。

・安心して過ごせるよう、館内を定期的に巡回します。

・利用予定がない場合は、会議室を閲覧席として開放します。

・内装リノベーションについて検討します。

3

誰もが読書に親しむことができる環境整備

・日本語学習資料、大きな活字の資料について新規購入し、資料を充実させます。

・展示等を通して、読書バリアフリーへの市民理解を促します。

・視覚障害者等へ対面朗読を実施します。

2

図書館資料の充実

・一般書は哲学、自然科学、産業、文学各分野の基本書や参考図書を補充、住宅地図を更新します。

・児童書は自然科学、産業、芸術分野に留意して収集します。

・児童書の基本・定番書については、小学生以上向け絵本及び高学年向け物語に留意して収集します。

5

読書活動の推進

・地域団体・施設等、新たな連携先を開拓し、企画事業等を実施します。

・定例展示等の方法を改善し、図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・参加者の読書への興味や関心を引き出す体験型の事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・おはなし会や朗読会を実施し、さまざまな本を紹介します。

・保育所や幼稚園、学校と連携し、子どもの身近な場所での読書活動を推進します。

4

地域の情報の収集、発信

・南区の花である「桜」に関連する資料を収集し、活用します。

・地域の昔のエピソードを収集し、ホームページ等で発信します。

・デジタルアーカイブ「都市横浜の記憶」登録写真を展示することで地域情報を発信し、新たな地域の写真を収
集します。

・区局と連携し、地域に関する情報を発信するパネル展を実施します。

6

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・図書館だけではなく、保護者にとって身近な場所で絵本やわらべうたを紹介します。

・地域子育て支援拠点と連携した保護者向けの取組を実施します。

・家庭での読書活動を推進するため、親子向けおはなし会を実施します。



具体的取組内容（想定業務量）目標

・「認知症講演会」等、区民利用施設と連携した事業
の実施（４回）

・「文カク部」等市民が講師を務める事業の実施（３
回）

・ボランティアと協働したおはなし会や朗読会の実施
（17回、６団体）

・区内在住の外国人留学生による文化の紹介（２回）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・ICタグ貼付（６、７月）

・機会を捉えた情報発信（２回）

・子育て支援拠点や地区センター等との定期的な情報
交換の実施（４回）

・関連研修の受講（１回）、職場内での意見交換（１
回）

7

地域・市民と連携した取組の充実

・地域施設と連携した事業を実施します。

・地域団体や市民が講師を務める事業を実施します。

・おはなし会や朗読会を市民と連携して実施します。

・外国人人口が市内３位の区であることから、多文化共生への理解につながる情報を発信します。

9

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

8

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・利用者の利便性向上と業務効率化に向け、図書等へのICタグ貼付を順次進めます。

・電子書籍・電子雑誌の利用促進に取り組みます。


